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実験動物の技術と応用 実践編 増補改訂版（第二刷）にあたっての訂正点 

 

訂正箇所 訂正前（初版） 訂正後（第二刷） 

p.66 

右欄、「図 4-1 ヌク

レオチド、コドン、ア

ミノ酸の関係」 

（図の差し替えと説明

文の追記） 

  

 

p.86 

「4.外部生殖器の発生

と分化」の項、上から

2～3行目 

（用語の訂正） 

「～生殖器結節の伸長と性ホル

モンによって誘発される間葉お

よび尿道の分化に分類できる。

生殖器結節は妊娠 10.5日に、体

幹部から隆起し始める。」 

「～生殖結節の伸長と性ホルモ

ンによって誘発される間葉およ

び尿道の分化に分類できる。生

殖結節は妊娠 10.5日に、体幹

部から隆起し始める。」 

p.261 

「(1)経口投与」の

項、上から 5行目～8

行目 

「～伸ばし食道内を通過させ、

やや抵抗を感じるところまで挿

入する。注射筒の内筒を引き、

空気が入ってこないことを確認

し、ゆっくり一定速度で投与す

る（図 2-6）。」 

「～伸ばし、呼吸困難の兆候が

ないことを確認しながら、食道

内を通過させる。やや抵抗を感

じるところまで挿入したら、ゆ

っくり一定速度で投与する（図

2-6）。投与後はゾンデを抜

き、吐出や異常の有無を確認す

る。」 

p.325 

「(2)NIBS系」の項、

上から 1行目 

「一般財団法人日本生物科学研

究所が開発、生産している～」 

「日生研株式会社が開発、生産

している～」 



 
 

2 
 

p.326 

右欄、「図 8-3 ミニブ

タ各系統の外観」の写

真（写真の差し替え） 

 
 

p.328 

「3.飼料」の項、上か

ら 5～6行目 

「～日本飼料基準 豚（中央畜産

会）や各社～」 

「～日本飼養標準（農研機構）

や各社～」 

p.329 

「表 8-6 ブタの監視伝

染病」 

区分の欄 

「届け出伝染病」 「届出伝染病」 

p.329 

「表 8-6 ブタの監視伝

染病」 

家畜伝染病の名称の欄 

「水胞性口炎」 「水疱性口内炎」 

p.329 

「表 8-6 ブタの監視伝

染病」 

家畜伝染病の名称の欄 

「豚水胞病」 「豚水疱症」 

p.329 

「表 8-6 ブタの監視伝

染病」 

届出伝染病の名称の欄 

 

「豚エンテロウイルス性脳脊髄

炎」 

「豚テシオウイルス性脳脊髄

炎」 
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実験動物の技術と応用 実践編 増補改訂版（第二刷）の正誤表 

下記の通り、記載内容に一部誤りがありましたので訂正いたします。 

訂正箇所 誤 正 

p.375 

「1.ショウジョウバ

エ、(1) 実験動物とし

ての一般的特性ならび

に使用分野」の項、13

～14行目 

（学名の訂正） 

「～キハダショウジョウバエ

（D. melanogaster）、～」 

「～キハダショウジョウバエ

（D. lutescens）、～」 

 


